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10月分市交際費の支出状況

□問本庁・秘書課

支出先支出件名 金額（円）支出日区分

合　計 100,400円 270,400円累　計

会費

雑費

慶事

※累計は、平成27年４月からの合計です。

日
程　

●
11
月
21
日
㊏
午
前
10

時
〜
午
後
３
時
●
本
渡
中
央
銀

天
街
ア
ー
ケ
ー
ド
、
夢
咲
き
通

り
一
帯
。

内
容　

１
０
０
円
分
の
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
各
店
で
提
供
。
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
開
催
。

□問
１
０
０
縁
笑
店
街
事
務
局

☎
㉓
２
２
１
３

日
程　

●
12
月
13
日
㊐
午
前
10

時
30
分
〜・
午
後
１
時
〜（
80

分
・
２
回
上
映
）●
天
草
中
央

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
講
堂
。

内
容　

恐
竜
ト
ロ
ン
の
大
冒

険
！
「
あ
な
た
を
ず
っ
と
あ
い

し
て
る
」。

入
場
料　

小
学
生
以
上
５
０
０

円
、幼
児
無
料（
保
護
者
同
伴
）。

※
入
場
券
の
購
入
方
法
な
ど
の

詳
細
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

□問
白
い
雲
の
会
事
務
局
の
高
橋

さ
ん
☎
㉔
０
７
１
８

日
程　

●
11
月
26
日
㊍
午
前
10

時
〜
同
11
時
30
分
●
天
草
総
合

庁
舎
・
大
会
議
室（
今
釜
新
町
）。

内
容　
〔
演
題
〕
若
い
女
性
と

婦
人
科
が
ん
〔
講
師
〕
片
渕
秀

隆
氏
（
熊
本
大
学
産
科
婦
人
科

教
授
）。

□問
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
０
８

対
象　

小
学
３
年
生
以
上
。

日
程　

●
12
月
12
日
㊏
午
前
10

時
〜
午
後
３
時
●
天
草
市
民
セ

ン
タ
ー
体
育
館
。

内
容　

実
技
講
習
・
質
問
コ
ー

ナ
ー
〔
講
師
〕古
川
高
晴
氏（
ロ

ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
〔
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
〕
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
）。

定
員　

30
人
（
先
着
順
）。

持
参
品　

動
き
や
す
い
服
装
・

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
・
参
加
料
５

０
０
円（
保
険
代
含
む
）・
昼
食
。

申
込
方
法　

12
月
１
日
㊋
ま
で

に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
㉓
４
６

３
０
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

□申
□問
市
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
の

松
本
さ
ん

☎
０
９
０（
４
７
７
０
）６
３
９
２

日
程　

①
観
察
会
…
●
12
月
５

日
㊏
正
午
〜
午
後
４
時
30
分
●

久
留
公
民
館
（
河
浦
町
）
集
合

②
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
…
●
同
６
日

㊐
午
前
10
時
〜
正
午
●
新
合
公

民
館
（
河
浦
町
）。

内
容　

①
古
江
岳
の
照
葉
樹
林

帯
を
歩
き
な
が
ら
の
森
の
観
察

②
テ
ー
マ
「
古
江
岳
の
照
葉
樹

林
と
里
山
」。

案
内
人
・
講
師　

金
井
塚
務
氏

（
広
島
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
代
表
）・
酒
井
健
一
氏
（
環

境
省
・
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）。

資
料
代　

１
、０
０
０
円（
保
険

代
含
む
・
高
校
生
以
下
無
料
）。

申
込
方
法　

11
月
27
日
㊎
ま
で

に
、
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

□申
□問
森
の
観
察
会
・
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
実
行
委
員
会
の
岡
崎
さ
ん

☎
０
８
０（
５
８
０
０
）７
４
０
０

　
県
で
は
、
学
習
意
欲
が
あ
る

子
ど
も
た
ち
を
応
援
す
る
「
地

域
の
学
習
教
室
」
を
実
施
し
ま

す
。
元
教
職
員
や
大
学
生
が
学

習
支
援
員
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。
今
回
、
受
講
生
と
学
習

支
援
員
・
学
習
場
所
を
募
集
し

ま
す
。

受
講
対
象　

ひ
と
り
親
家
庭
な

ど
の
小
・
中
学
生
。

受
講
料　

１
回
１
０
０
円
。

※
開
所
日
は
、
週
１
回
以
上
で

１
人
か
ら
で
も
可
能
で
す
。

□問
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

☎
０
９
６（
３
２
４
）２
１
３
６

日
程　

●
12
月
４
日
㊎
午
前
10

時
〜
午
後
３
時
●
天
草
市
民
セ

ン
タ
ー
２
階
・
会
議
室
。

相
談
員　

林
浩
一
氏
（
天
草
ひ

ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所
）、

天
草
調
停
協
会
会
員
。

相
談
内
容　

●
交
通
事
故
・
土

地
・
建
物
・
金
銭
の
貸
借
関
係

な
ど
の
民
事
一
般
●
夫
婦
・
親

子
関
係
・
相
続
な
ど
の
家
庭
親

族
間
の
問
題
。※
当
日
会
場
で

受
け
付
け
ま
す
。

□問
天
草
調
停
協
会
☎
㉓
６
６
６
９

　
検
察
審
査
会
は
、
検
察
官
が

犯
罪
の
嫌
疑
を
受
け
て
い
る
人

（
被
疑
者
）
を
不
起
訴
処
分
（
裁

判
に
か
け
な
い
こ
と
）
と
し
た

と
き
に
、
そ
の
よ
し
あ
し
を
審

査
す
る
機
関
で
、
地
方
裁
判
所

ま
た
は
そ
の
支
部
の
所
在
地
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
選
挙
権

が
あ
る
国
民
の
中
か
ら
、
く
じ

で
選
ば
れ
た
11
人
の
検
察
審
査

員
で
構
成
さ
れ
、
被
害
者
や
犯

罪
を
告
訴
・
告
発
し
た
人
か
ら
、

検
察
官
の
不
起
訴
処
分
を
不
服

と
し
て
申
し
立
て
が
あ
っ
た
と

き
な
ど
に
審
査
を
行
い
ま
す
。

審
査
の
申
し
立
て
や
相
談
が
あ

る
と
き
は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
同
支
部
で
は
検
察
審

査
会
制
度
の
広
報
ビ
デ
オ
上
映

（
出
前
講
座
）
を
無
償
で
行
っ

て
い
ま
す
。
地
区
の
会
合
や
勉

強
会
な
ど
、
事
前
に
連
絡
い
た

だ
け
れ
ば
お
う
か
が
い
し
ま
す
。

□問
熊
本
検
察
審
査
会
事
務
局

☎
０
９
６（
３
２
５
）２
１
２
１

ま
た
は
熊
本
検
察
審
査
協
会
天

草
支
部
☎
㉔
５
２
１
１

　
口
之
津
港
と
鬼
池
港
を
結
ぶ

島
鉄
フ
ェ
リ
ー
で
は
、
11
月
中

に
新
造
船
「
フ
ェ
リ
ー
あ
ま
く

さ
Ⅱ
」
が
就
航
予
定
で
す
。
ま

た
、
11
月
１
日
㊐
か
ら
、
旅
客

運
賃
を
20
％
、
車
両
運
賃
を
８

％
割
り
引
き
し
て
い
ま
す
。

旅
客
運
賃　

片
道
…
お
と
な
３

６
０
円
、
子
ど
も
１
８
０
円
。

車
両
運
賃　

３
ｍ
以
上
〜
４
ｍ

未
満
…
２
、０
３
０
円
、
４
ｍ

以
上
〜
５
ｍ
未
満
…
２
、５
９

０
円
。

※
そ
の
他
の
車
両
運
賃
は
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。※
運
航
時
刻
に

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

□問
島
原
鉄
道
船
舶
課

☎
０
９
５
７（
６
２
）２
４
４
７

【
11
月
は
過
重
労
働
解
消

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
で
す
】

　
あ
な
た
の
会
社
に
、
毎
晩
遅

く
ま
で
働
い
て
い
る
人
は
い
ま

せ
ん
か
。
健
康
な
体
、
適
切
な

労
働
時
間
、健
全
な
労
働
環
境
。

こ
の
機
会
に
見
直
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

【
中
小
企
業
を
応
援
す
る

業
務
改
善
助
成
金
に
つ
い
て
】

　
事
業
場
内
の
も
っ
と
も
低
い

時
間
給
が
８
０
０
円
未
満
で
、

そ
れ
を
40
円
以
上
引
き
上
げ
る

計
画
と
、
業
務
改
善
（
労
働
能

率
の
増
進
に
資
す
る
設
備
・
機

器
の
導
入
な
ど
）
に
か
か
る
経

費
の
合
計
が
10
万
円
以
上
の
計

画
を
労
働
者
の
意
見
を
聞
い
て

策
定
す
る
中
小
企
業
に
対
し

て
、
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

助
成
率　

常
時
使
用
す
る
労
働

者
が
31
人
以
上
の
企
業
は
業
務

改
善
に
要
し
た
費
用
の
2
分
の

1
、
30
人
以
下
の
企
業
は
、
4

分
の
3
。

助
成
の
上
限
額　

１
０
０
〜
１

５
０
万
円
。

【
使
用
者
も
労
働
者
も

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！
】

　
熊
本
県
の
最
低
賃
金
が
、
時

間
額
６
９
４
円
に
改
定
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
最
低
賃
金
は
、
県
内
全

て
の
事
業
所
、
労
働
者
に
適
用

さ
れ
ま
す
。

※
詳
細
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

□問
熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃

金
室
☎
０
９
６（
３
５
５
）３
２

０
２
／
天
草
労
働
基
準
監
督
署

☎
㉓
２
２
６
６

　
昭
和
28
年
か
ら
同
47
年
ま
で

に
製
造
さ
れ
た
P
C
B
を
含
ん

だ
電
気
機
器
（
ト
ラ
ン
ス
・
コ

ン
デ
ン
サ
・
照
明
用
安
定
器
な

ど
）
を
保
管
ま
た
は
使
用
し
て

い
る
場
合
は
、
P
C
B
特
別
措

置
法
に
よ
る
届
け
出
が
必
要
で

す
。

　
事
業
所
の
電
気
室
や
倉
庫
な

ど
に
同
機
器
が
な
い
か
確
認
い

た
だ
き
、
お
持
ち
の
場
合
は
天

草
保
健
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
昭
和
28
年
か
ら
同
49

年
ま
で
に
生
産
さ
れ
た
家
庭
用

電
気
製
品
（
電
子
レ
ン
ジ
、
ル

ー
ム
ク
ー
ラ
ー
、テ
レ
ビ
な
ど
）

の
一
部
に
、
微
量
の
P
C
B
を

含
ん
だ
部
品
が
使
用
さ
れ
て
い

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
製
品
を
お
持
ち
の

場
合
は
、
市
役
所
本
庁
・
環
境

施
設
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

□問
天
草
保
健
所
☎
㉓
０
１
７
２

／
本
庁
・
環
境
施
設
課

□申…申し込み先　※申請書などは□申に備え付けています。

※詳しいことは□問へ
　お尋ねください。

市民の
ひろば

催
　
し

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
を

　
　
　
　
体
験
し
よ
う
！

口
之
津
〜
鬼
池
航
路

新
造
船
「
フ
ェ
リ
ー
あ
ま
く
さ
Ⅱ
」

　
　
　
　
　
　
　
就
航
・
運
賃
改
定

募
　
集

無
料
調
停
相
談
を

　
　
　
　
　
実
施
し
ま
す

相
　
談

白
い
雲
の
会
映
画
会

が
ん
予
防
講
演
会

森
の
観
察
会・シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
　
　
　
　
参
加
者
募
集

そ
の
他

←

←

熊
本
労
働
局
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

P
C
B（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
）を

含
ん
だ
電
気
機
器
を
探
し
て
い
ま
す

1
0
0
縁
笑
店
街

え
ん
し
ょ
う
て
ん 

が
い

「
地
域
の
学
習
教
室
」
の

受
講
生
・
学
習
支
援
員
募
集

ご
存
知
で
す
か
？

　
　
　
　
　
検
察
審
査
会

か
な  

い  

づ
か 

つ
と
む

関東ふるさと栖本会総会

中部新和会総会

近畿五和会総会

関東御所浦会総会

関西牛深会総会

近畿新和会総会

関西天草町会総会

天草長期貯蔵古酒６本（世
界遺産登録欧州PR事業用）
フェリーあまくさⅡ
就航記念式典・祝賀会

関東ふるさと栖本会
事務局

中部新和会事務局

近畿五和会事務局

関東御所浦会事務局

関西牛深会事務局

近畿新和会事務局

関西天草町会事務局

鶴田酒店

島原鉄道株式会社

10,000

10,000

10,000

10,000

10,000

10,000

10,000

20,400

10,000


